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「ア ビ ダ ル マ経 」考
abhidharmecakravartisutreの
用 例 を 中 心 と し て
並 川 孝 儀
仏教文献はすべて経,律,論 という各々の形式を有してお り,それらは,南
伝,北 伝での相違はあるものの,一般的に経蔵,律 蔵,論 蔵の三蔵に蔵されて
いる。ところが,仏 教諸文献中にはこの形式を逸脱し,それとは一見異なった
如き題名を有する文献が少なからず見出せる。即ち,論 と経とが合体した如き
題名をもつ文献がそれである。今,そ の主要な文献が例示すると,安世高訳に
な り,五位法を主題とした 『品類足論』弁五事品と同本異訳である 『阿毘曇五
〇
法行経』,仏陀の成道 より説き始められ,弟 子の出家具足戒の作法に関する記
0
述がなされ,諸 律の 「受戒健度」に相当する 『仏阿毘曇経』出家相品第一,説
一切有部の中期論書の一つである 『阿毘曇心論経』等であり,そして文献中に
記述されている例としては,r増一阿含経』 中に三蔵の一つとしての論を 「阿
③
眦曇経」とする例,r摂大乗論』中に見られる 「阿毘達磨大乗経」 等の例を知
ることができる0
これ らに見られる題名に関して,そ の理由は種々事情が異な り,一定の見解
を導 くことは困難であろう。例えば,『阿毘曇五法行経』 の場合 もその見解は
00
種々で一定していない。安世高訳 と言われ る訳経は 『出三蔵記集』によると21
部25巻(現存する訳経のみ)見 られ るが,そ のすべてに経とい う名称が与えら
れてお り,r阿毘曇五法行経』と同様,r陰持入経』のような陰(蘊),持(界),
入(処)と いうアビダルマ特有の論的内容について独立の課題を取 り扱ってい
⑥
る論書とも言 うべき文献にも経名炉与えられている。このような本来論書とも
言}る 文献に経が付 されている理由として,安世高における訳出上の技術的な
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0
理由,当時の中国社会の事情を反映した結果,或 いは権威付けのために聖教 と
⑧
しての経名 を付 した等の推定 がなされ ている。 そ の 真意 の ほ どは 判 りかね る
が,い ずれ にして も,上 記 の諸文献の名称 の理 由は,『 阿毘曇五法行経』 の場
合 と同様,各 自,別 個 の事情に よるもの と考 えられ よ う。 これ らの文 献は漢訳
であ るとい う点 よりして,訳 出等に係わ る問題を種 々考慮 に入れなければな ら
ない困難 さを生 じさせ る訳で ある故,先 ず原典 に見 られ る用例を見出す ことが
重要であ る。 これ らの中,「阿毘達磨大乗経」 だけは チベ ット訳 よ り還元 され
abhidharma-mahayana-sutraと原 名が 判 明 している故,直 接的にそ の原義
を考察 し得 る。 このabhidharma-mahayana-sutraに関す る研究は既 に先学
0
に より詳細にな されてお り,今,こ こでは部派仏教 の文 献に見 られ る用例 を考
察す ることを 目的 としてい るため,論 じないが,「 ア ビダルマ経」 とい う論 と
経 の合体を呈 した名称 の在 り方に一つ の示唆を与えて くれ る。
部派仏教 のサ ンスク リット文献中に,こ の 「アビダルマ経」な る用 例が見 出
せ るのはMahakarmavibhariga(MKV)と,その註釈 書であ る1(α欄 αo痂碗9一
⑩
o吻46諏(KVU)においてである。筆者の知る限 り,その他の文献にはこのよ
うな用例を見出すことはできない。 上記の如きMKV,KVUと いった特定
の資料に基づくことにより,その用法が一一般性を有し得るか どうかは疑問では
あるが,し かし限られた資料の中より,聖 教としてのsutraに論を意味する
abhidharmaが付加されるといった特異な 「アビダルマ経」 なる用法が如何
なるものであるかについて吟味されなけれぽならない。既に,筆者は この問題
⑪
の一端を指摘したが,こ こで更にその論を展開し,この用法について探ってみ
たい。
1
「アビダルマ経」の用例はMKVで2度 に亘 り同一経典名が1例見られ,KVU
には1例 が見出せる。MKVとKVUに はその他にも多数の経典が引用され
⑫
てい るが,そ れらの中で,上 記 の例だけが唯一,経 典 名の前にabhadharme
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が 付 され る特 異 な 引 用 の され 方 が な され て い る こ とか ら も,そ こ に 示 さ れ て い
る で あ ろ う意 義 は 注 目 さ れ て よ い 。
先 ず,MKVに お い て2個 所 で 引 用 さ れ る 用 例 はabhidharmecakravarti-
sutreであ る が,そ れ を 以 下 に 示 す 。
[A]yathacoktamAbhidharmeGakraaartisutre,katamasyakarmano
vipakenarajacakravartihastyasvadinivahananipratilabhate.dirgha-
ratramrajacakravartimataramvapitaramvopadhyayamvaskandhena'
vahativavahayativa.hastyasvadibhihsivikayanairvavahativa.
durgasa血krama血vakaroti.setubandhamkaroti.upanahapradananiva
dadati.karunyenamahatavyamsarthamatikramayati.tasyakarmano
vipakenarajacakravartihastyasvadinipratilabhate.tatrarudhahsam-
O
udrapanyantamprthivimdivasacaturbhagenaparyatati.
(訳)ど のような業の果報によって,転輪聖王は象と馬等の乗物を得るのか。長い間
に わ た り,転 輪 聖 王 が 母 や 父 や 師 を 肩 に のせ て運 ん だ り,運 ば せ た り,象 と馬 に 乗 せ
た り,籠 に 乗 せ て運 んだ り,難 路 に道 をつ けた り,橋 を架 け た り,履 物 の 類 を 贈 った
り,慈 しみ の心 で隊 商 に 大 森 林 を 通 して や っ た りす る。 こ の業 の 果 報 と して 転 輪 聖 王
は 象 と馬 等 を得 る。 また,そ れ らに乗 っ て大 海 に ま で至 る大 地 を1日 の4半 分 の 間 に
旅 をす る。
[B]yathoktamAbhidharmecakravartisutre,kasyakarmanovipakena
rajnascakravartinahstriratnasyaromakupebhyahsariradgandhonir-
gacchati.tadyathagandhasamudgakasya.d3rgharatramtayastriya
caityagarbhagrhesugandhopalepananidattani・surabhi阜icapuspani
dhupascadattah.stupesucagandhasnapananikrtani.tasyakarmano
vipakenarajnascakravartinahstriratnasyasariradevamrupogandho
⑭
nirgacchati.tadyathagandhakarandasya.
(訳)ど の よ うな業 の果 報 に よ って,転 輪 聖 王 の女 宝 の 肉体 の 毛 孔 よ り,香 が 出 るの
で あ るか 。 そ れ は 香 料 の筐 の如 くに 。 そ の婦 人 は 長 い 間 に わ た り,仏 塔(caitya)の
遺 骨 筐 に 香 料 を 塗 りつ け,そ して香 を放 つ 花 と香 を供}x,そ して 仏R(stupa)を香
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水 で洗 った か らで あ る。 こ の業 の果 報 に よ って,転 輪 聖 王 の 女 宝 の 肉 体 よ り,こ の よ
うな 香 が 出 る の で あ る 。恰 も香料 筐 の 如 くに。
[A]は 転 輪 聖 王 の 七 宝 一 輪 宝,象 宝,馬 宝,珠 宝,女 宝,居 士 宝,主 兵 宝
の 中 の 象 宝,馬 宝 に つ い て,そ れ は 如 何 な る 業 の 果 報 と し て 得 ら れ る か に
関 し て 述 べ た 引 用 文 で あ り,[B]は 如 何 な る業 の 果 報 と し て 女 宝 が 得 ら れ る か
に 関 す る 引 用 文 で あ る。 こ のabhidharmecakravartisutreは如 何 な る 経 典
で あ る か を 考 察 す る た め に,[A],[B]の 引 用 文 を 現 存 資 料 と の 比 較 に よ っ て
そ の 対 応 関 係 を 調 べ な け れ ぽ な ら な い 。
転 輪 聖 王 の 七 宝 を 説 示 し て い る 経 典 は 多 数 存 在 す る が,そ れ ら の 中 で,特 に
七 宝 各 論 を 説 い て い る 経 典 はBalapanditasutta(MN.129),『雑 阿 含 経 』722
経,『 仏 説 輪 王 七 宝 経 』,『 長 阿 含 経 』 「世 記 経 」 転 輪 聖 王 品,『 増 一 阿 含 経 』 巻
33・8経 等 で あ る 。 こ れ ら諸 経 典 に 説 示 さ れ る 七 宝 各 論 の 内 容 は ほ ぼ 同 一 で あ
る が,こ れ ら と[A],[B]を 比 較 す る と,両 者 間 に お い て,そ の 説 示 内 容 は 文
脈 上 か ら 全 く別 の 伝 承 を 示 し て い る も の と 判 明 す る。
上 記 の 諸 経 典 の 他 に 七 宝 各 論 を 論 じた 文 献 と し て 六 足 論 の一 論 で あ るr施
設 論 』 を 挙 げ る こ と が で き る。[A]に 対 応 す る 個 所 は チ ベ ッ ト訳 『施 設 論 』
(TP≦)の み に 存 在 し,[B]はTP≦ 及 び 漢 訳 『施 設 論 』(CP≦)両 者YTI..対応
個 所 が 見 出 せ る。 今,[A],[B]各hに 対 応 す る 個 所 を 示 す と以 下 の 如 くで あ
る 。
[A]ci'iphyir'khorlossgyurba'irgyalposplanporinpochethobcena!smraspa!
'kkorlossgyurba'irgyalposnisdongyisridpazesbyabanasrgyasparsbyarteepha
madah/fiedudankblamaltaburnaxnsdan!k彡andgesbyohdankbrainzernams
gnodparbyabamayinpadan/gnodparbyablamidga,baganyinpadedagla
bdebarsbyarbarnampasnatshogs,diltaste/glarepoche'ibzonparnaxnsdanfrta'i
bzonparnamsdanksinrta'ibzonparnamsdankkhyogskyibzonparnamsdanksxnyig
ma'i'khorbarnamsdankspa'khorrnamsdankkhrirnamsbyinpadankstegs'char
bcugpadankgrudanzamparnamsdanklhamrnamsbyinpadankdedagdangzan
yanbdeba'ibzonparnaxnpasnatshogsbyinteergyudesna'khorlossgyurba'irgyal⑮
posflanporinpothethobbob
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[B]何因輪王女宝。身諸毛孔。有二旃檀香_。口中常出二優鉢羅花香_。答彼女宝者。往昔
修因。 其事広大。 謂於二父母知識及師尊所。并余沙門婆羅門衆_。・不。生二悩害_。而復愛
楽二不悩害者_。即以二沈水薫陸欝金多摩羅等。及余上妙諸香_。広行二布施_。以二如是因_
⑯故
。 身 諸 毛 孔 。 有 二旃 檀 香 一。 口 中常 出 二優 鉢 羅花 香_。
ci'iphyirbudmedrinpothespu'ilunbuthamscadnastsandangyidri'byunla
khanasutpala'idri'byunzenabsmrasbadbudmedrinpothesnisdongyisridpazes
byabanasrgyasparsbyanteephamadanknedudankblamaltaburnamsdankgzan
dgesbyondan!bramzegllodparbyabamayinpadah!gnodparbyabalami
dga'baganyinpadedaglaagarudanJrgyasposdanJgurgumdanJkaranusa
ridanktomama'itomadeltabudagdankgzanyandrizimpornamsbyinteergyu
desnabudmedrinpoche'ispu'ikhunbuthamscadnastsandangyidri'byunla
⑰kh
anasutpala'idri'byun.no/
[A],[B]は 「世 記 経 」 等 の 経 典 で の 七 宝 の 説 示 内 容 に 比 較 し て,TP≦,
CP≦ と の 対 応 関 係 の 方 が 文 脈 上 か ら も,は る か に 酷 似 し て お り,同 系 の 伝 承
で あ る こ と を 窺 わ せ る。 説 示 内 容 の 筋 立 て の 類 似 の 他 に 相 違 点 と言 え ぽ,[A]
に 関 し て はtatrarudhahsamudraparyantamprthivimdivasacaturbhagena
paryatatiに該 当 す る 部 分 がTPsに は な く,又,TP≦ が 七 宝 を 説 く時,「 世
記 経 」 等 も そ うで あ っ た 如 く,当 然 の こ と と し て 象 宝,馬 宝 が 別 論 さ れ て い る
の に 対 し,[A]は 象 宝,馬 宝 が 共 に 論 じ ら れ て い る 点 で あ る 。 そ れ 以 外 で は,
TPsの 方 が 全 体 的 に 増 広 さ れ て い る 点 で あ る 。[B]に 関 し て は,TP≦,(〕P≦
が 花 香 に よ る 施 こ し を 行 な う,と 説 示 し て い る の に 対 し,dirgharatram以下
gandhasnapananikrtaniの部 分 で,花 香 や 香 水 に よ る塔 供 養 と の 如 く,塔 供
養 が 明 示 さ れ て い る点 が 主 た る 相 違 点 で あ り,そ れ 以 外 で は[A]の 場 合 と同
様,TPA,CPsに 増 広 部 分 が 見 られ る 点 に あ る 。
さ て,こ こ で 論 を 元 に 戻 し,abhidharmecakravartisutreの用 法 に つ い て
少 し 考 察 す る 。abhidharmeとcakravartisutreとの 関 係 を 如 何 に 理 解 す る
⑱
か に よ っ て そ の 意 味 が 異 な る 。MKVの 引 用 経 典 と 同 じ6種 の 経 典 を 引 用 す る
チ ベ ッ ト訳Karmavibhanga(Lasreampar'の64力切(TKV)に も[A][B]
に 関 し て 記 述 さ れ て お ら ず,そ の 両 語 の 関 係 を 示 す 資 料 は 見 出 し 得 な い 。 一 般
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的 に この訳 し方は2通 りが考え られ よう。先ず,abhidharmeをcompound
しないLocativecaseの用法 として考える時,(1)「アビダルマ論 書中のcakra-
vartisutraに」 と訳せ,他 方,両 語 が本来compoundしてい るものを分離 さ
せ た形 として考 える時は(2)「ア ビダルマcakravartisutraYこ」 との如 き固有
名詞 としての訳 し方が可能で あろ う。 この(1),(2)のいずれが適切であ るかは,
この両語形だけでは決定 し得 ないが,上 述 した如 く,[A],[B]が現存文献 中,
唯一 『施設論 』 と酷似 してい る事実は恰 もabhidharmeの用法が(1)ではない
か とい うことを想起 させ る。 ここで,こ の想起が果 して適 切であるか どうかを
視点 を変 えて論 じる。 尚,こ の他,こ の用法 に関して これ はabhidharmeca
cakravartisutrecaとの如 く,caの省略形 とも推察 され るが,と す る と,[A]
と以下 に示すcakravartisutreが同一経典 とい うこ とにな り,両 者に生 じてい
る引用文 の差異が説 明で きな くな る。 そ こで,こ の考 え方は一応否定 され るべ
きであろ う。
MKVに は[A][B]の 他 にcakraaartisutreとabhidharmecakravartisutra-
vibharigeなる2例 の引用文が見 出せ るが,そ れ を[A],[B]との関連において
眺めてみ る。先ず,cakravartisutreとの出典表記を有す引用文を示 す と,
yathaGakravartisutreuktamBhagavata.kasyakarmanovipakena
rajacakravartihastiratnanyasvaratnanicapratilabhate.dirgharatraxn
rajacakravartimatarampitaraxnvasvaya血vaskandhcvahativa
rathadibhirvahayativa.acaryopadhyayansvayamvahativahayati
va.tasyakarmanovipakenarajacakravartihastyasvaratnaniprati-
O
labhate.
この引用文に説かれている内容は[A]と文脈上ほぼ一致 している ものの,
[A]の方が増広された内容を有 し,又,[A]と 出典表記が異なっている点よ
り[A]とは相違した文献であることを窺せる。 これを裏付ける資料 として,
　
TKVに 上 記cakravartisutraとほv同 一 の 引 用 文 が 挙 げ られ る が,そ こ で は,
「bcomldan'daskyis'khortosgyurba'imdolasgsunspa」と 明 か に 引
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用 文 と し て 取 り扱 わ れ て い る 点 よ りす る 時,こ の 引 用 文 は 内 容 の 相 似 性 は 別 と
し て,出 典 表 記 の 如 く,[A]と は 別 個 の ア ー ガ マ 文 献 と し て 位 置 付 け ら れ な け
れ ば な ら な い 。
他 の1例 で あ るabhidharme6αんγ "α漉5励7α扼餉 磁g6の 引 用 文 を 以 下 に 紹 介 す
る。
yathacoktamAbhidharmeOαんγ仞 α漉5π彦γαo痂 励gθ.kasyakarmanovipa-
kenarajacakravartimaniratnampratilabhate.dirgharatramrajna
cakravartinadipapradananipradattani.pradipaikadananica.andha-
kareratnapradipadharita.yecaksusmantastosamavisamanirupani
⑳
pasyantu.
(訳)ど の よ うな 業 の果 報 に よ って転 輪 聖王 は珠 宝 を得 る のか 。 長 い 間 に わ た り,転
輪 聖 王 が 燈 明 を 供 養 した 時 で あ る。 そ して,そ れ も燈 明 だ け を供 養 した 時 で あ る。 暗
黒 に お い て,宝 の燈 明 が もた ら され た よ うに,眼 を もった 人%zはこの 世 のす が た を見
る こ とが で き る。
この引用文 は七宝 中の珠宝に関 して説示 された ものであるが,こ の文は他 の
現存文献 中にその対応個所 を見 出す こ とがで きない。[A],[B]がTP≦ に対
応個所 を有 した如 くには,TP≦ の珠宝 の説示部分 と対応 しない とい うことは,
この引用文 が[A][B]と は異な った文献 であ ることを示 しているのではない
か と考 え られ,更 に,こ れはcakravartisutravibhangaと一vibhangaが付加
され た題 名を有 している ことか ら も,[A][B]と は異な り,そ の註釈文献 で
はないか と推定 できる。 このよ うに,MKVに 所収 された上記 の4例,即 ち,
abhidharmecakravartisutre(2例),cakravartisutre,abhidharmecakravartisutra-
vibharigeは各 々別個 の3種 の文献 である ことを表明 してい るのであ り,こ こに,
MKVに おいて一 連のcakravartisutraの或 る伝承 の展 開cakravartisutra
→abhidharmecakravartisutra→abhidharmecakravartisutravibhanga
が見事 に提示 され てい る ものと言え よ う。
abhidharmecakravartisutreのabhidharmeを如何に理解 す るかにつ いて
一7一
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との一連 の展開 の視点 よ り考察す る時,こ れを 「ア ビダルマ論 書中の」 と解す
る ことに疑問が生 じる。仮にabhidharmeを「アビダルマ論 書中の」 と解す
るな ら,[A],[B]はア ビダルマ論書(こ の場合,r施 設論 』 と考 えられ るが)
中に引用 された経典 と付置付 け られ ることにな り,こ の一連の展開を考え合わ
す時,先 ず アーガマとして のcakravartisutraが存在 し,別 個 に伝 承されつ
づ も,そ れが増広,改 変 され論書 中に表われ,そ の部分が後に註釈 され るとい
った経過 を至 る とい う推定が成 り立つ。 しか し,こ の推定 には問題 が残 る。
abhidharmeを「ア ビダルマ論書中の」 と解 せば,abhidharmecakravarti-
sutravibhangaも論書 中にcakravartisutravibhangaなるものが 引用されて
いなけれぽな らないが,そ の引用が末見 出の現在,こ の意味ではabhidharme
の説 明が付か な くなる。 当然 のこととして,こ のcakravartisutravibhanga
は独 立 した文献 と見做 さなけれぽな らないであ ろ う。 とすれば,こ のabhi-
dharmeとは単 に 「ア ビダルマ論書中 の」 との意味を有す るものではない こと
にな る。 このabhidharmeも[A],[B]のabhidharmeと同一用法であ るこ
とは間違 いのない点 よ りすれば,結 果,[A],[B]も 「ア ビダル マ論書中の」
としてabhidharmeを解す る合理 は存在 しない ことにな る。 この点か らも,
上記3種 は各 々独立 した文献 と見做す ことが妥当であ り,上 述 の如 く,一 連の
或 る伝承を示 した資料 と位置付け るべ きであ ろ う。これ よ りこのabhidharme
の用法 は何 であるかについて更に論を進 めなけれぽな らない。 しか し,そ の前
に,MKVの 註釈書KVUに も同様 の用例が見 られ るので,こ こでそれを示
す。
yathoktamBhagavatdbhidharmeBdlakdndasutre.ekacittaprasadasya
vipakovarnitah.yadiAnandasamsaresamsaratahekacittaprasadasya
vipakenasaptakrtvahparinirmitavasavartisudevaputrorajyaxnkarayati
saptakrtvonirmanaratisu.saptakrtvahsukhitesu.saptakrtvoyamesu
deve§udevaputrobhutvarajyamkarayatisattriエnsadindrarajyani
karayatidvasaptatimaharajikesudevesurajyamkarayaticakravarti一
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rajyanamkotikotinamrajyanikarayati.yadinarajyamtataidameka一
㊧
cittaprasadasyaphalam.apicasarvasravakabuddhenapibhuyate.
(訳)ア ー ナ ン ダ よ,も し一 心 に 浄 信 す る 果報 に よ って 生存 の輪 を 流 転 す るな ら,
〔そ の 人 は〕7度,神 の子 とな って 化 楽 自在 天 の 国 を治 め る。7度,化 楽 天 を 治 め,7
度,楽 天 を治 め,7度,夜 摩 天 に 神 の子 とな っ て国 を 治 め る。36度,帝 釈 天 の 国 に
君 臨 す る。72度,神 妙 天 の国 に君 臨 す る。 無 限 な る転 輪 聖 王 の国 に 君 臨 す る。 そ し
て,も し,王 国が こ の一 心 に 浄 信 す る結 果 で な い な ら,ま た,一 切 の 声 聞 〔縁 〕 覚
に よ っ て も得 られ る。
出典名 がabhidharmeBalaka想asUtraなるこの引用文は比定 し得 る文献
を他 に見 出す こ とがで きない。Balakandaと言 えばRamaの 少年期 を扱 っ
たRumayana第一篇 の題名 である とい うこと以外何 も知 り得ない。 これ に比
定 し得 る文献が判明すれば,こ の問題 に対 しよ り確実な論証資料を提供す る こ
とであ ろ う。
2.
abhidharmecakravartisUtreの用法 は前項 で 「ア ビダル マ論書中のcakra-
vartisUtraに」,「ア ビダルマcakravartisutraYこ」 の意 に解す ることの難 しさ
を述べた訳で あるが,こ れ よ り,そ の更な る意味 の可能性 を論究 しよ うとす る
ものであ る。
KVUの 末尾にMKVの 意義を説 明した後,次 のよ うな記述が見 られ る。
tasmadapiMahakarmavibhangah.gotrantariyanamAbhidharma一
⑳
samyuktesu.
この文を訳せば 「こ うい う理 由でTVIahakarmavibhangaであ る。〔これは〕
⑳
諸hの 他 部派ではAbhidharmasa血yuktaにCされ る〕。」 とで もなろ う。
この資料 はhの 問題 点を提起す る。abhidharmasa癒yuktaは「論に相応す
る」,「論 に付随す る」 とい った意味になろ うが,こ れ がLocativecaseであ
る点 よ り,Mahakarmavibhangaが収め られ る何か蔵 の ような ものを示唆 し
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てい るのではないか と解せ る。 とす ると,こ のabhid'narmaとは「ア ビダルマ
論書」を意味 してい るとして も,結 局 のところ,「論蔵」(abhidharma-pi‡aka)
の如 き意味を指 し示 してい るもの と考xら れ る。故にabhidharmasaxnyukta
とは 「論蔵に相応 す る」或 いは 「論蔵 に付随す る」とい った意味 になる。 そして,
-samyuktesuと複数形で表現 されてい る 事実は このabhidharmasa血yukta
とい う形式が3以 上 の部派に保持されている ことを教示 してお り,1Vlahakar-
mavibhangaはその複 数の部派 でabhidharmasarriyuktaに収 め られてい る
ことが知 れ る。 尚,こ の場合,「 諸 々の他部派 では」 とある故,こ こでい う
IVIahakarmav7bhangaは,現存す る梵文MKVで は な く,恐 ら く 『仏為首
迦長者説業報 差別経 』,『分別善悪報応経』,TKV(大 谷 目録6724)等の類似経
典であ ろ うことは言 う迄 もない。上記 の資料は,又,MKVが 特定 の部派(筆
　
者 は正量部系 と考え る)に 所属 している とい うことも示 唆 している。 ところで,
「Mahakarmavibh謡gaは諸 々の他部派 ではabhidharmasamyuktaに〔蔵
される〕。」 とい うこ とは,恰 もMKVの 所属部派がabhidharmasa血yukta
な る形式 を有 さない如 くに解釈 され るが,し か し,こ の文は必ず しもその よ う
には記述 されていない。む しろ,こ れは単にMabakarmavibhahgaの場 合に
限定 して,他 部派 ではそれをabhidharmasa廊yuktaに収め られ る と述べた
もの として理解 され るべ きであろ う。 とすれば,MKVの 所属部派 もabhi-
dharmasa血yuktaなる形式を有 していない とは必ず しも言 えない。
MKVは 鸚鵡経典類 であ り,そ の中に おいてTKV,『 分別善悪報応経』
等 と同様に,阿 含の鸚鵡経典 類である 『仏説鸚鵡経』,r仏説兜調経 』等 とは説
示 内容,経 構成等において異な った伝承 に位置付 けられ る訳であ るが,そ の相
違 の更 なる根拠 として上記 のKVUの 記 述が挙げ られ る。即ち,阿 含 と異な
った伝承 とは,MKVが このabhidharmasarnyuktaに蔵 され ることに よ り
知 れ る。 そ こで,MKVを 位置付 ける時,MKVは 阿含経典を所依 としつつ
も,そ れ を展 開 した部派 の所産 と考 えられ,そ して経蔵 とは異 なった,し か も
教 義書のみを蔵 す る論蔵 とも異な った,或 いは,相 応せ る一つ の形式abhi一
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dharmasa血yuktaが存在し,そ してそこに収められたのではないか との見解
が生 じる。 要するに,MKVは 部派が阿含伝承 とは別に独 自に阿含を増広,
改変した経典を作製 し,それを阿含経典 と区別 して保持 していた一例ではない
⑳
か と考 え られ るのであ る。恐 ら くこの よ うな例に当てはまる文献 は他に も存在
す るであ ろ う。
MKVの 所属部派 もMKV自 体 をabhidharmasamyuktaに収めてはい
ない ものの,矢 張 り,こ の如 き形式を有 していたのではないか と考 えられ るか
も知れ ない。 そ うすれば,MKV中 に見 られ るabhidharmeの用法 とに関連
性 が見 出せ ることにな る。abhidharmecakravartisutre,abhidharme砌齢磁α漉一
∫π飽oゴ衄伽96に共通 して,矛盾 のないabhidharmeの用法が考xら れな くては
な らない故,前 項 で述べた如 く 「ア ビダルマ論書中 の」 との意味では,こ の用
法 は解決 され ない。 ここにおいて,abhidharmeはabhidharmasa血yukteと
同一用法 であ ると見做す ことに よって,そ の問題は解消 され るのであ る。限 ら
れた少数 の資料 で論 じる困難 さは残 るが,abhidharmeとはabhidharmasa血一
yukteの意味を有 し,一 種の蔵 の如 き形式を意味 してい るのではないか と考.`Z..
たい のであ る。
このよ うなabhidharmasamyuktaの記述 はKVU以 外 の文献 に見 出す
こ とがで きない故,如 何ほ どの資料的意義を有す るものかは多少疑 問を残すが,
しか し,視 点を変えれば,複 数 の部派に存在 した との記述は,比 較的一般性を
有 してい る資料 として取 り扱えるか も知れない。いずれに して も,こ の形式は
恐 ら く仏教文献編纂史上において,ほ とん ど重要視 され ることのなか った事例
であ ると考 えられ,又,一 方で比較的後代 の仏教事情 を反映 した資料であ ると
の推定 も可能であ ろ う。
3
ここでは,南方所伝のパー リ文献に見られ るこの問題に関連するであろう資
料を少し眺めてみる。
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⑳
小部経典 の取 り扱 い方 につ いて,SumangalavildsiniYom.見解 の相違が紹介 され
⑳
てい る。 それ はDighabhanaka(長部師)と1Vlajjhimabhanaka(中部 師)と
が小部経典 の分類 をめ ぐって異 なった立場を取 ってい る,と の記述で ある。そ
れに よれば,Majjhimabhanakaはすべてを 経蔵 に 収め るのに対 しDigha-
bhanakaはJataka,Mahaniddesa,Cullaniddesa,Patisambhidamagga,
Suttanipata,Dhammapada,Udana,Itivuttaka,Vimanavatthu,Peta-
vatthu,Theragatha,Therigathaの12経をKhuddakaganthaと称 し,論 蔵
に収 める。Dighabhanakaの立場 の如 く,こ の経典等を教 義書を蔵 す る論蔵
に収 めるこ とは一見不可解に思え るが,パ ー リ仏教で論蔵 と言えば,七 論を指
⑳
し示す ことを考 え合わす時,そ れ は恐 らく論蔵 のappendixのよ うな もの と
して考}ら れ ていた のであ ろ う。 ここに,経 典 も論蔵に収め られ るとい う事実,
及 び論蔵 のappendixの如 き存在を確認す ることができるので ある。
これ に関連 して,r解脱道論』でPatisambhidamaggaとNiddesaが引用
⑳
され る時,こ れ らが 「毘曇」や 「阿毘曇」 との名称で呼ばれてい る事実は,上
記 のDighabhanakaの見解 と一致す る。 この 「毘曇」,「阿毘曇」 との名称は
論 書を指 し示 しているだけではな く,論 蔵を も意味 しているか も知れ ない。 し
か し,Patisambhidamagga,Niddesaを「毘曇」,「阿毘曇」 と呼称 してい る
限 り,そ れ は 「論書的 な書」 の意味を含んだ もの と理解 され るこ とは当然であ
る。 そして,こ の ような呼称方法は 『解脱道論』を所伝 した無畏山寺派 だけで
⑳
はな く,南 方上座部全 体に亘 って用い られた と推察で きる。
この ように見て くる と,何 かabhidharme,abhidharmasamyuktaの用法
との類似性 が想起 させ られ る。 いずれに して も,こ のパー リ文献に見 られ る資
⑳
料内容は北伝 のMKVやKVUの 記述 と,ど のように関連付 け られ るか は,
更な る詳細な研究 をまたなければ ならないが,「 アビダル マ経」 を考 え る上で
の一つの資料 とはな り得 るであろ う。
以上,abhidharmeの用法について考察 してきた。北伝 の論蔵 は発智,六 足
論に限定 された ものではないにしろ,教 義書 を蔵 していた ことは事実 であ り,
一12一
「アビダルマ経」考
経蔵はアーガマ経典を蔵し,律蔵は律典を収めていたことは周知の事実である。
それでは部派時代に作製された,こ のカテゴリーに入らない諸文献はどこに収
められていたのであろうか。その疑問に対して,こ こに,一 つの仮説が成 り立
つ。論蔵は経蔵,律 蔵に比較して後世教団人の個性を受け入れ,こ れを反映す
る性格を有し,最も大きく展開した歴史をもつ。故に,他の二蔵に比して,論蔵
のもつ性格は最 も柔軟であったと考えられる。ここにおいて,論 師が作製 した
とい う点で,こ の如き諸文献は論蔵 と関連付けられるのが最も妥当性があった
と推察しうる。そこで,そ のような文献は何か論蔵のapPendix(abhidharm-
asamyukta)のようなものとして位置付けられていたのではないかと思われ る
⑭
のである。ただ論蔵のappendixという表現に問題が残るとしても部派仏教の
編纂上の問題を示唆しているものとだけは言い うるであろう。いずれにしても,
本小論は試論の域を出ず,危険な論述 もあ り,その点に関しては今後の研究課
題 としたい。
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●ibid.LXXVIp.10311.6-12
⑮TTP.Vol.11559-3-6～4-2
⑯ 大 正 蔵26巻p・514・b
⑰TTP.Vol.11561-3-7～4-2
⑱ 拙 稿 ・註 ⑫PP.58-61
⑲S.LevioP.Clt.XxxlIp.591.21-p.601.5
⑳TKVの 引用 文 は 以 下 の如 くで あ る。
deyanbcomldan'daskyis'khortosgyurba'imdolasgsunspa.
laskyirnamparsminpagangis'khortosgyurba'irgyalpoglaxiporin
poehedaxirtarinpothe'thobcena,deniphaxnakhurdukhyerkhyer
badanplanportadansinrtalasopspalabskyedpadanxnkhanpodan
slobdponbdaggisbkurbadan.gzanlabskyonpa'ilaskyirnamparsmin
pas.'khorlossgyurba'irgyalpoglarepodarertarinpothethobpozes
gsunspaltabuste.(TTP.Vol.39121-3-4～6)
OS.Leviop.cit.LXXV.p.10211.1-5
●ibid.p.15511.1-9
㊧ibid.p.16711.12-13
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⑳S・Leviは こ の文 を 「D'autresecoles(leplacent)danslesAbhidharmasamyuktas.」
と訳 して い る。OP.citp・181
⑳ 拙 稿 「Mahakarmavibhangaの所 属 部 派 に つ い て 」『印 仏研 』33巻2号(予 定)
⑳ この 問 題 の詳 細 は,拙 稿 「鸚 鵡 経 類 の 展 開一 特 にMahakarmavibhangaを中心
と して 」 『仏数 研 究 』X14号pp・27-43この論 文 中 で 〔II〕類 に位 置 付 け た 経
典 群 は 漢 訳2経 を 含 む が,そ れ らは 題 名 に 経 が 付 され て い る もの の,Skt・ Tib訳
と同 様,原 名 に一vibhangaが付 され た もの と推 定 で き る 。 とす れ ば 〔∬〕 類 経 典
群 は 一sutraでは な く,-vibhangaの文 献 群 とな り,こ の点 か ら も明確 に 〔1〕類
と区 分 で き よ う。 これ に よっ て,〔II〕類 とabhidharmasamyuktaとの 関係 も一
層,意 義 を有 す る こ とに な ろ う。
⑳PTS版Vol.lp.15
⑱ これ に 関す る詳 細 はE.W。Adil>aram:EarlyxiscoryofBuddhisminCeylon,P・24
55.1946.前田恵 学 「原 始 仏 教 聖 典 の 成 立 史 研 究 』(山喜 房 仏書 林 昭 和39年),pp・
・'!・"
●T.VV.RhysDavids:Buddhism,itsHistoryandLiterature,p.65ff.1926
⑳ 水 野 弘 元 「解 脱 道 論 と清 浄 道 論 の比 較 研 究 」 『仏 教研 究 』3巻2号p・121
⑳ 森 祖 道 『パ ー リ仏 教 註 釈 文 献 の研 究 』(山 喜 房 仏書 林 昭 和59年)pp・183-184
⑫ こ の 他 にAtthasalini(PTS版P.28)にabhidhammasuttaなる術 語 が 見 られ る
が,こ の 場 合 は 「ア ピダ ルマ よ り経 を 引用 して」(Abhidhammatosuttamaharitva)
と説 明 が あ り,AbhidhammaがAblativecaseにな って い る。 又,こ のsuttaも
前 後 の 関 係 よ りして,聖 教(ア ー ガ マ)を 意 味 しな い こ とを考 え る 時,こ の術 語 は
本 小 論 とは 直 接 関 係 す る資料 とは 言 えな い。
山 田龍 城 「パ ー リ系 仏 教 に ど う して大 乗 は育 た なか った か 」 『文 化 』21巻6号P・26
⑭ 部 派 が,如 何 な る蔵 を 有 して い たか に 関 して,そ れ は 必 ず し も三 蔵 だ け で は な か つ
た よ うで あ る。 大 衆 部 は三 蔵 の 他に 雑 蔵,呪 蔵,法 蔵 部 は 呪 蔵,菩 薩 蔵,犢 子 部 は
明 呪 蔵 を有 してい た と伝 え られ る。 尚,こ の 問題 に 関 して,後 代 の パ ー リ所 伝文 献
のSdrasavngaha,13世紀 の シ ン ハ ラ語 文 献 のNikayasamgraha等に 関 連 記 述 が 見 ら
れ る が,こ れ に 関 して は 別 稿 で 論 じ る予 定 で あ る。 と こ ろで,こ こに い う疑 問 に 関
連 して雑 蔵 に 注 目 した い が,こ れ は 如 何 な る も のか あ ま り定 か で は ない 。 雑 蔵Y'は
三 蔵 に 収 め られ な い文 献 群 が ま とめ られ た もの と推 測 で き るが,雑 蔵 を 保 持 した と
の記 述 の な い諸 部 派 も当 然 の こ と と して,こ の 如 き文 献 群 を 有 して い で あ ろ う。 と
す る と,そ の部派 で は それ ら文 献 群 を 如 何 な る カテ ゴ リーに 収 め て いた か とい う疑
問 が 生 じ る。 南 方 上座 部 では 三 蔵 の形 態 を 固 持 し,全 く別個 のAtthakathaのカテ
ゴ リーを 生 み 出 した が,北 方 の大 衆 部 を 除 く諸 部 派 の場 合は 不 明 で あ る。 本 小 論 に
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いうabhidharmasarnyuktaを何か蔵の如き形式 とすると,雑蔵と形式上より何ら
か類似性があるかも知れない。この前提に立てぽ,こ の形式は三蔵に固執し,その
形態を守ろうとする諸部派が,唯 一,論 師の手になり,時代によって変容する度合
の大きい論蔵に,雑蔵に相対する文献群を何らかの形で収めたのではないかと推定
できる。 しかし,以 上の論述はあくまで仮説であると断わ らなければならない。
尚,こ の問題に関連 して,ト ルファン出土のsutra註釈文献の編纂史上の位置付け
も考察されなけれぽならない。
(文学部専任講師)
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